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第 13 回 (2019 年 ) 
トヨ タ 夢 の クル マ ア ー ト コン テス ト 受賞 作品 より 
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香川 編集 長 の TVCM を ご 覧 に な っ た 方 も 多い か 

ご 思い ます が 、 ト ヨタ イム スズ に ほ は ウ ェ ブ サイ ト が こ 
ざい ます 。 そ ちら で は トヨ タ の 企業 活動 や 社長 の 
豊田 章 男 の 活動 に 関す る 記事 を 掲載 し て お り ま 
す 。 今 まで に 掲載 し た 主 な 記事 を 、 こ の ペー ジ に て 
紹介 いた し ます 。 ウ ェ ブ サイ ト も ぜひ ご 覧 いた だ け 
れ ば 幸い で す 。 
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https://toyotatimes.jp/ 回 臣 回 
上 記 URL も し く は 右記 GR コー ド よ り 9 


ご 覧 いた だ け ま す 。 








2019 年 1 月 より 「 下 ヨタ イム ズ 」 が 始ま り ま し だ 。 下 ヨタ イム ズ は 、 と どれ まで の 社内 報 や イン トラ 
ネッ ト ど いっ だ 閉じ られ だ 世界 か ら 飛 び 出 し 、 テ レビ や ラジ オ 、 ヽ 新聞 、 イ ンタ ーネット と いっ だ メ 

を 世 o だ オー クン な 赴 界 に 飛び 込ん で の いく 、「 新 だ な イン ダー チル コミュ ニケ ー ン ション 」 べ の 
挑戦 で す 。 未 来 の モビ リティ 社会 の 実現 に 向け て 、 ト ヨタ の あり の まま の 姿 を 株 主 の 皆様 に も で 
きる 限り オー プン に し て いき だ い ご 思い ます 。 
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社内 行事 も 含め 、 今 まで 、 あ まり 報じ られ な か っ た 
トヨ タ の 内 側 を お 伝え いた し ます 。 
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昌 | INSIDE TOYOTA | 
| タテ シナ 会 議 は じ ま る 六 罰 


に に に に に ドド ミミ キト に に に に に ドミ ミ すす に に に に に ドド ミミ キビ に ヒヒ に に に ドミ ミキ トー に に ヒヒ に ト ドミ ミミ キキ ビビ ビ トド | 
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| 秋 の 交渉 の ゆく え トヨ タ 田 覗 は 
1 | 孔 本 に 立て る の かす 7 ト 





#30 |「 タ テ シ ナ 会 議 は じ ま る 」 
ーー 交通 事故 死傷 者 ゼロ へ の 挑戦 (前編) 
聖光 寺 は 交通 安全 祈願 の た め に トヨ タ と トヨ タ 販 売店 が 建立 異例 と な る 秋 の 労使 協議 会 。 豊 田 が 語っ た の は 、1962 年 に 


#36 秋 の 交渉 の ゆく え ト ヨタ 労使 は 「 共 通 の 基盤 」 
に 立て る の か ? 一 冬 賞 与 回 答 に 込め た 想い ー 


し た お 寺 。 毎 年 夏季 大 祭 を 開き 、 今 年 で 49 回 目 を 迎え る 。 会 社 と 組合 が 結ん だ 「 労 使 宣言 」 に 対す る 想い だ っ た 。 





TT 


al の スト ド ど の トー ク が と 、 ト ヨタ イム が ら で 
は の オリ ジ ナ ルコ ン テ ン ツ を お 届け いた し ます 。 


MPAAU 人 SMD729H ヨ 











【 第 1 章 】 鈴 木 修 会 長 x 豊田 章 男 社長 
(聞き 手 小谷 真生 子 )「 ここだ け の 話 」 


100 年 に 一 度 の 大 変革 の 時 代 。 生 き 抜く た め の 「 経 営 力 」 
に つい て 鈴木 会 長 と 豊田 社長 が 語る 。 
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香川 編集 長 が 、 ト ヨタ の リア ル を 現場 取材 。 
TVCM で は 伝え きれ な い 内 容 を ウェ ブサ イト に 
て お 届け いた し ます 。 
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香川 所 信長 
| 自動 運転 に 上 手 い 、 下 手 が あ る !? 
呈 | ” 一 東 富士 研究 所 前 編 一 


#22 自動 運転 に 上 手 い 、 下 手 が あ る !? 

( 東 富 士 研究 所 前 編 ) 

トヨ タ は 日 本 で も 自動 運転 を 研究 し て いる 。TRI と 何 が 違 
う の か を 探る た め に 、 編 集 長 は 東 冨士 研究 所 へ 向かっ た 。 





イベ ント や 発表 案件 に 関わ ら ず 、 皆 様 に お 伝え し 
た い 様 々 な テー マ に つい て 、 特 集 と し て お 届け い 
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| 衝 省 上 


5 出 は まで の し 才 ad 】 7 


連載 企画 :『 継 承 者 」 

て 創業 の 原点 を 考え る その 1 

トヨ タ ら し さ を 取 り 戻 す た め の 闘い 。 豊 田 が 言う 「 ト ヨタ 
らし さ 」 と は 何 か 。 何 を 取り 戻さ な けれ ば な ら な い の か 。 







ノ 
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経営 者 、 ド ライ バー、 と きど き ラ ジオ D」。 様 々 な 顔 
を 持つ モリ ゾウ こと 豊田 社長 が 日 々 感じ て いる 


こと を 本 音 で つぶ や きま す 。 


#15「 下 山 テ スト コー ス 」 


新た に で きた テス トコ ー ス 。 第 1、 第 2 が 未完 成 の 中 、 第 3 
周回 路 、 通 称 ・ カ ント リー 路 が ます 出来 た その 意味 は ? 


6 月 13 日 、 豊 田 市 の 本 社 ・ 本 館 ホ ー ル ほか に て 、 第 115 回 定時 株 主 総会 が 開催 され まし た 。 
今回 の 総会 に は 過去 最高 と な る 5,546 人 の 株 主 様 が ご 出席 され まし た 。 


INSIDE TOYOTA 大 切 に レ il い ノ ~ つ の Xi 値 


株 主 総会 : 豊田 章 男 か ら の メッ セー ジー 議案 の 採決 に 入る 前 、 議 長 で ある 豊田 社長 は 、 自 身 の 今 の 思い を 次 の よう に 伝え まし た 。 
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伝え た いこ と は | 危機 感 」 で は な く ! 価値 観 」 


私 な り に この 1 年 間 を 総 手 い た し ます と 、| ト ヨタ 
らし さ を 取 り 戻 す 闘い を し な が ら 、 同 時 に 未来 に 向 
Mk 上 引 (の の の UE ノン HMI 
2 の 2 に の かり に c 

今 の 私 の 気持 ち を 正直 に 申し 上 げ ま す と 、「 ト ヨタ 
らし じき を 取り 戻 細 と いう と ど と ほ き ん な に た も 難し いい 
と な の か 」「 平 時 に お ける 改革 が こん な に も 難し いも 
の な の か 」 と いう こと を 痛感 する 毎日 で ご ざい ます 。 

カジ (| allml Se ンク 
ジ は 私 の 在任 期間 中 に で きる も の で は な いと 思っ て 
お り ま す 。 し か し 、 ト ヨタ らし さ を 取 り 戻 すこ と 、 ト ヨ 
タ ら し い 企 業 風 土 ・ 文 化 の 再 構築 に つい て は 、 社 長 
就任 以来 、 私 自身 が これ まで 最も 時 間 を 費やし 、 苦 
2 GOEOOUESOODIGORI 人 EIC の GiENNOD 1 
で や りき る 覚悟 で お り ま す 。 


今年 の 決算 発表 の 場 で 、「 生 きる か 死ぬ か の 闘い 
の 中 で 、 ト ヨタ が 死ぬ の は どう いう 時 か 」 と いう ご 質 
敵 誠 際 の Kaya こ 32RL ジ Am きき し 2NIU ジ AE 着用 に 三 21Bs 
丈夫 だ と いう 意識 が 社内 に 鞍 延 し た 時 」 と お 答え い 
まり とり 。 

| 危機 感 を あお りす ぎ で は な いか 」 と いう 声 が あり 
ます が 、 私 が 社内 に 伝え よう と し て いる の は 「 危 機 
感 」 で は な く 、| 価値 観 」 で す 。 

喜一 郎 を は じ め ト ヨタ の リー ダー ズ は 、|「 お 国 の 
た め に 」|「 お 客 様 の た め に 」| 自 分 以外 の 誰か の た め 
に 」 と いう 気持 ち で 、 も っ と いい クル マ づ くり に 愚直 
に 取り 組ん で まい り ま し た 。 

人 【 の ya の ec と 31 の の 7 レニ ジン スニ ゴ ム マ ン ルー 
の 精神 で や り 方 を 変え て いく こと は 、T PS の 精神 そ 
の も の で あり 、 ト ヨタ が ずっ と 大 切 に し て きた 価値 


人 Go DONIIEUIIO GNUm り の の le 
考え て いる 会 社 に 、「 大 丈夫 」 と いう 概念 は な い は ず 
で す 。 こ の 価値 観 を 取り 戻す こと が 、 私 の 言う 企業 
風土 改革 で あり 、「 ト ヨタ は 大 丈夫 」 と いう 慢心 を 取 
の NDL IIGISIU0I id 

1( 遇 (| 目 2 iGERINI 胃 ま 5 ジ の 記 
味 が ご ざい ます 。 ト ヨタ の 中 に は 、 先 行 技術 を 開発 
し て いる 人 も いれ ば 、 市 販 モ デル を 担当 し て いる 人 、 
242 思い Eig il 
は 、 皆 が 心 を 合わ せ て 、 ク ル マ の 現在 、 過 去 、 未 来 に 
pilyi29H 目 逢 還 間 間 SilgNaGVOU の DC ei 
お り ま す 。 世 間 の 関心 は 未来 の 仕事 に 集まり ます が 、 
現在 と 過去 の 仕事 を 地道 に コツ コツ と 積み 上 げ 、 
05 の 人 の ゆる の らら この (EE SE る 
の で す 。 お 互い に 「 あ り が と う 」 と いう 感謝 の 気持 ち 
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SEEEO SEUES GUES2 リ SO く S ト ョ スク 
と いう 企業 の 価値 を 向上 させ る こと に も つなが る と 
0 旧 昌 ヨン 56P PU EE 

トヨ タ ら し さと いう 価値 観 を 取り 戻し 、 ト ヨタ の ク 
ル マ と 企業 の 価値 を 向上 させ て いく こと 。 周 りか ら 
は | 危機 感 を あお りす ぎ だ 」 と 言わ れ た と し て も 、 私 
上 計 の )2 ) の | 四辻 さ / の 三 /( eSU に /( し と 
思っ て お り ま す 。 こ れ か ら も 株 主 の 皆様 の あたたか 
い ご 支援 を 賜り ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 


株主 か ら ト ヨタ へ の 主 な 算 賠 。 / 生 ロア ムズ 
(に に の と ころ 、 内 者 が 連 寺 する クル マ 


が 暴走 し て 歩行 者 を は ね た りす る よう な 、 自動 運転 な と の 未来 に 向け て の 技術 開発 を 進め て いる 一 方 で 「 今 、 困 っ て い 後付け の 「 踏 み 間 違い 加速 抑制 シス テム 」 を 昨年 
大 変 痛ま し い 大 し い 交 通 事故 が 頻繁 に 報道 さ ” る 現状 を どう に か し て ほし い 」 と いう 方 も いら っ し ゃ いま す 。 日 本 に は 、 ク ル マ 未 に プリ ウス と アク ア か ら 導 入 を は じ め まし た 。 
れ て いま す 。 が な けれ ば 成り 立た な い 地域 が た くさ ん ある と も 思い ます 。 そ れ ぞ れ の 地域 Pi 
運転 者 が ミス し て も ケガ を させ な い 、 ち ゃ ん と 』 の 困り ご と を サポ ー ト で きる よう な 施策 も 現在 検討 中 で す の で 、 今 解決 で き 


る こと も 、 未 来 へ の 技術 
止ま っ て くれ る 防衛 運転 が で きる クル マ の 技術 へ の 技術 


開発 も 、 両 方 を 進め て ま 
開発 が 、 ど と こま で で き て いる か 教え て ほし い 。 いり た いと 思い ます 。 交 通 


事故 死傷 者 ゼロ に な る ま 
で の 闘い に な り ま す の で 、 
や り と げ る まで よろ し く お 
願い 申し 上 げ ま す 。 








私 た ちの 夢 は 、 安 全 に 、 悲 惨 な 事故 を 回 避 す る と 
と も に 、 死 亡 や 負傷 を 予防 する こと で す 。 同 時 に そ 
うい っ た 事故 を 起こ す ド ライ バー に と っ て も 、 悲 惨 
な 経験 を 予防 し た いと 思っ て いま す 。 ま た 、 安 全 な 
運転 が で き な く な っ た 高齢 者 に 、 自 由 な 移動 に 





> よっ て 自立 を 維持 で きる よう に し た いと 思い ます 。 


豊田 社長 友 山 副 社長 


私 は 社長 就任 以来 も っ と いい クル マ を つく ろう よ 」「 町 いち ば ん の 会 社 を 目指 クル マ を つく る 会 社 か ら 、 移 動 の 価値 、 そ の 周辺 
そう 」 と 言い 続け て まい り ま し た 。 こ れ は 別 の 言葉 で 申し ます と 、「 創 業 の 原点 に の 様々 な サー ビス を 提供 する 企業 に 変わ っ て い 
| 立ち 戻 ろ う 」 と いう こと だ と 思っ て お り ま す 。 今 年 の 春の 交渉 の 最後 に 、 佐 吉谷 の 6 42 

= 当 次 に こ な つう いつ _- 計 に 0 Sp 8 
() yurmer 儲 長 に な る 方 は と うい う 半 還 で ある 価 田 綱領 の 意味 を 私 な り に 解説 させ て も らい まし た 。 私 が 皆 に 伝え ご …' 

Aa リー _ た か っ た こと は 、 ト ヨタ に 勤め る 一 人 ひと り が 自分 の こと を 一 番 に 考え る の で は 
すでに 次 の 社長 は 役員 の 皆さん の 中 に 候補 者 な く 、「 お 国 の た め に 」「 お 客 様 の た め に 」「 自 分 以外 の 誰か の た め に 」 と いう 気持 
が いて 、 英 才 教 育 な ど を 受け られ て いる の か 、 あ ち で 仕事 を し て ほし いと いう こと で す 。 こ こま で 大 きく な っ た トヨ タ は 、 も は や 
る い は 、 ト ヨタ 自動 車 以外 か ら 連 れ て こら れる 社会 の 公 器 だ と 思い ます 。 豊 田 と いう 姓 が あろ う が な か ろう が 、 誰 が 社長 に な っ 









河合 副 社 長 ・ 社長 の 後継 者 に つい て 


つも りな の か 。 も う 1 つ 、 豊 田 社 長 の 代 で | 会 社 て も 大 切な こと は 、 創 業 の 原点 を 見 失わ ず 、 未 来 の 笑顔 に つなが る こと を 年 輪 を 2 と 挑戦 を し 続け る 。 
を こう し た い 」 と いう 思い が どれ ぐら い 達 成 され 刻む か の ご と く 積 み 重ね て いく 、 と いう こと だ と 思っ て お り ま す 。 創 業 の 原点 を Poeho hb 
て いる の か 。 ど れ ぐ らい 満足 され て いる の か 。 次 の 世代 に 伝え て いく と いう こと に お いて は 、 こ こ に いる 全員 、 全 従業 員 が 、 継 承 ら 次 期 社長 が 必ず 出 て くる と 思っ て いま す 。 


以上 2 つ を 聞か せ て くだ さい 。 33 40 









財務 ハイ ライ ト 
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画 有 半 期 

















、 ( 寺 台 ( 導 円 ) 
連結 販売 10000 売上 高 32 9 3 30.2 
ROHS 宛 上 凸 29.3 | OR 
台 681 8.971 8.964 6.9// 28.4 2 ア 旧 
UE ゲト ITILIE 
5.000 人 せ … 4.639 16 人 せ … せ … 15.2 
2500… 生 較 還 昌 関 還 関 題 回 信昌 H 開 昌 昌 間隔 昌 昌 RM ER 昌 昌 
0 
福生 3 1273 19 1903 20 6/3 1/3 “19 198 う 0 
( 偽 円 ) 当社 株 主 に  ( 催 由 
営業 利益 30DOU 25 人 0 帰属 する OU 
23.998 2 邊 675 当期 純 利益 23.126 24.939 
の 00UIUESG oo 1 | UMOOUOwv 還 菩 " 18.311 9620 
14.043 12.749 
10.000 … 男 | | 国 国 | 国 - 還 10.000 … 還 較 ーー 較 還 較 議 較 





OS 17 9809 198 208 








l 生 3 17 19 19 20 











普通 株 式 9) 
1 株 当たり 
配当 金 (年 間 ) 





2U/ き 


16/3 17/3 18/3 19/3 


( 注 ) 第 1 回 AA 型 種類 株 式 に つい て は 所 定 の 配当 を 実施 いた し ます 。 





自己 株 式 の 時 中 間 選 元 分 中 期末 還元 分 


取得 額 
(株 主 還 元 ) 


2,.499 


1 .999 2,499 





0/9 1209 09 10 20/79 


* 第 1 回 AA 型 種類 株 式 発 行 に よる 希薄 化 回 避 分 3.499 億 円 を 除く 











トヨ タ 自 動車 決 多 | 民生 論 
より 詳細 な 財務 情報 を ご 希望 の 方 は 、 当 社 ホ ー 
https://global.toyota/jp/ir/financial-results/ 


トヨ タ は 、 オ リン ピッ ク 、 パ ラリ ン ピ ッ ク に お ける モビ リティ 、 移 動 支 援 ロ ボッ ト 、 モ ビリ ティ サー ビス の カテ ゴリ ー の パー トナ ー で す 。 


ムペ ー ジ に 掲載 し て いる 決算 短信 を ご 利用 くだ さい 。 


テ ゴ ロ 上 自動 還 株 式 会 社 
https://global.toyota/p/ 


